
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

実感やこだわりのある社会科学習の支援

1　研究課題

子どもたちは,自分なりのこだわり,実感,納得を大切にしているのだろ

うか。今子どもたちは,社会的な事象を自分とのかかわりとして見ることが

できずに,流行や他者の意見へ追随してしまう傾向にあるようだ。

まるで,「価値あるものに気づく感覚」が,麻痔してしまい,「価値あるも

のを求める感情」が衰退しつつあるとも言える。社会的事象を見ても何も感

じない。感じないから何も考えられない。考えられないから共感的な行動が

とれないなど,まさに感じ取る力,考え抜く力,協同して実践する力が奪わ

れつつあるという悪循環が繰り返されているのではないだろうか。

これらから脱却するために,教師は子どもたちのこだわりや実感を大切に

しながら,子どもたちが人間の営みに共感し,知恵を学び取り,自分とのか

かわりとして主体的に社会に働きかけることのできるように支援することが

大切であろう。仮説に基づいた授業実践を分析し,支援のあり方を模索する。

研究仮説
①人間の営みが具体的に見える地域教材を開発し,②その子なりのイメ

ージをもとにめあて解決への見通しのもてる調べ間恩作りの場③体験的

な活動の場を設定するならば,児童は人間の営みのすばらしさや知恵を

感じ取り,自分とのかかわりで主体的に社会に働きがナることができる

であろう。

2　実践事例　第3学年単元「広島かきとわたしたちのくらし」の実践

(1)指導目標

自分とのかかわりで情報を効果的に活用しながら,カキの生産量や養殖方

法・販売方法などを調べることを通して,自然環境を生かし,他地域と結び

付きながらカキ養殖が行われていることに気づくことができる。

(2)指導内容と計画…………………………………………10時間

第一次(3)　　　　　　第二次(5)　　　　　　　　　第三次(2)

然
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社　会　科

(3)人間の営み(生きざま)が具体的に見える地域教材の開発

①　広島カキの教材としての魅力

広島のカキ養殖は,全国一の生産額を誇り,広島の主要な生産活動の一つ

である。広島カキは,太田川と広島湾という恵まれた自然環境と伝統的な養

殖技術に育まれながら,養殖材料の入手やカキ販売の面で他地域と密接に結

びついている。カキ養殖には,採苗(種付け)・抑制(強いカキの育成)・

本垂下(身入り)・収穫・カキうちの作業過程がある。これらの作業場所は,

カキの産卵に適している所,干潟のある所,フジツボやムラサキイガイなど

の外敵の少ない所・カキのえさであるプランクトンの多い所,収穫に便利な

所というようにそれぞれ異なっている。カキを移動する養殖方法こそ,埋め

立て等の自然環境の悪化に立ち向かった養殖業者の願いと知恵の結実であ

り,地域間の連携を不可

欠とする。また,第4学

年単元「宇品港と千田貞

暁知事」で,宇品築港の

ために遠浅の干潟でカキ養殖をしていた人々の海外移民を加味しながら学習

する。広島カキは郷土の学習にとって意義深い教材であると考える。

②　具体的な人間の営み(生きざま)の見える学習資料の作成

猿梶川の下流でカキを養殖している業者が,いつ・どこで・何を・どうす

るのかを詳細に聞き取り,養殖業者の願いや養殖作業過程の資料化を図った。
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(4)広島カキについての思いやこだわり調べ(事前のアンケート調査)

(D　カキの好き嫌いのわけ

カキの好きなわけ (38人中21人好き) カキの嫌いなわけ (38人中17人嫌い)

中のむにゆむにゆや形がすき。 食べたらおなかがいた くなる。

つるっとしているところ。 生きものでくさく, ぬるぬるしている。

においがいい。 すなが入っている。気持ちがわるい。
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

②　海の中でのカキの生き方(自由記述後の分析複数回答)

動

き

方

てきが きたとき, 泳いで身をかくす。 5 人

岩のかげにか くれた り, 砂 にもぐっ 22人

た りする。 (月 と同じように)

岩 にくっついている。 8 人

岩 と色や形がにていてめだたない。

か きいかだにつるしたほたてがいに 6 人

くっついている。

食

方

小魚を食べ る。 2 人

プランク トンを食べ て生 きている。 17人

③　カキのとりかた

くさりです くって石 ごとあげる。 18人

魚つ りのように してとる。 2 人

えさの入ったあみを投げ込んで 14人

とる。

あわびをとるようにもぐってとる。 15人

クレーン車みたいな船でいかだのか 7 人

④　知っていること

かきは広島の名産。かきいかだでできる。寒い冬ほどおいしい。海のミル

クといわれるくらいえいようがある。からつきと水入りパックで売っている。

かきで手や足を切ることがある。など。

(5)めあて解決の方法や計画を考える場の設定

①　素朴な問いをもとにした共通の学習問題の設定

当たり前と思っていたことの問い直し,子ども同士の思いや意見のずれ,

わたしの「はてな」などから,課題を追究できる共通の学習問題を設定する。

◎本当にカキは広島の名産なの?
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社　会　科

◎他の県ではカキはとれないのに,広島と仙台ではたくさんとれるのはど

うしてだろう。(カキがとれる海ととれない海があるのだろうか。岡山で

岡山カキを食べずに広島カキを食べているのは,どうしてかな。)

◎カキは毎日いっぱいとられるのに,いつもいっぱいとれるのはどうして

かな。(どうやってたくさんのカキをとるのかな。いなくならないの。)

②　家庭学習として共通の学習問題について課題別に調べる。

Jったこ　しの　riこrて1よ」　研ノ、く

市　棚　も附く

字督していることく　わたしたちのくらしと広島がキ)

1はてな　か本当にカネは広島の名磨けのか.

え　び　カ他の叫ではかさはとれないのに,広島と仙台ではかさがたくさんとれる

・別よ.どうしてたろ1h

恋か《時日■日い11gいとられるのに.いつもいっけいCれるのは.どうし

てだろラ.

2■ぺ方(偶モどうや1て.どこで只へたらいいかな..)

どんなこくを●えたら.この僻瀾(はてな)がとけるかな.

ヒント　どんなしりょうがあゥたらいいかな.何と伺モくiベたらいいかな_

よそうモしてたしかめてもいいよ.

:自分や攻選の員ぺ方.挽嘆の仕方.まとめ方についてふりか1ろう.,

:ぼ乙が且土もとよ∴㊥`:嵐斬.鯨.,放鳥癖姉`.崩＼

語暦

驚
猛

本
受
㌫
私

垣.恥.ごつ.か・恥
塊旛.ら窯てみて

「11 て tuニ　ッ Jl l由l たパし
lH Z叫 ( 食 〉　　　　　　　　　　　 亀欄(　　　　　 )

な せ -　か キ は 広 島 恒 島 牒 耳 の ＼`

0 わたしのサ■tた劇ん0 0 だか与だ▲lHhL . )

十, lらヾ 人. カ　　 ＼' つ 、　 ぎ フ打 て て~F C
て　 し、 ・ろl 〟、し　 ぎ　 .い_、1 よ .　　　　　 紬

0事へ°静■
l ㌫ 盈 ㌫ 禁 禁 ㍑ 霊 長 . 徹 細　 山 血 ・一一

・. … 時 .… … … .… . ′手　 州 .六 号 蝕 鵜 苫
tA ケ▼ナして8 .. 1 ■t t°.lt■にT t . ダウ7●■ぢ▼-. )

ヰ 僧 2 5 盲 こ こ す わ り dY 広 か つ く られ てい う

1 年との ヒ2 年t c と3 年　 の 頼 る

・ト も巧さ・ . 絹 川 た 恒　 いか たへ.

L 竺 三 二 聖 竺 .鋸 ・う聖 _ ._ __ _一 .

tlわたしの●t lト品 と小t l ●よ. ) や■場tこんなことが▲L●lにさえて-たよ.J

ご く五量五 遠二:~互三百 万 罰 0 7 .、上う芥 石マテ~

謹 重 琶 竪 重 臣 家 宝 竺 聖 至

③　共通の学習問題を身近な資料を使って解決できそうな調べ問題作り

「何をどうやって調べたら解決できるか。」と見通しがもてるようにする。

◎学習問題「本当にカキは広島の名産なの?」

○調べ問題(めあてを追究するための複数の調べ問題の発見)

・カキのふくろを見て,どこでとられているのかを調べる。

・カキのとれる量(生産量)をくらべて調べる。

・カキのこうこくやチラシで売っている所を調べる。

・パンフレットでカキ祭りのある所を調べる。

・電話帳でカキを売っている所を調べる。

・地図でカキのとれる所を調べる。

(彰　課題別の調べ問題の追究

ア　地図帳を活用してどの県がよくと

れるのかを全体で調べる。

・広島県が一番多いが,宮城県・香川

県・岡山県・三重県でもとれる。
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

イ　カキの生さん量を市町村別カキの生さん量の表で課題別に調べる。
木 111 1こ JJ くノ▼b `ま カ JF一式11 号ニ虐鑑11 : 6ウリ0 、1よい

3年　　 畑 (　　　　　　　　　 )

腐 り・】の 一十f 町 才寸為りカ キ の 無 期 ■i (平虞 5年)

市 ■‖け右 年　 産　 立 l†= 町 村 名 生　 血　 凰

う"

広 も 折 h . 9 9 3 トン

l
黒　 2 9 7 トノ

廿 ′1 町 お 1 1 【持 ン

嶋 紳町 能 墳 ■」 t. 針目け ン

這　 叫　 巨 ル … ン
沖 月 内】 l 】・2 7 4 トン

典 ,b l　 6 3 0 トン
倉■=町 L　 O 7 2 トン

仇 刷 I l . 0 3 0 トン _r刀r- .・..・.・.・.・.・.'~'
江田即 f 2 , 3 5 8 トン

六軒 町
l
l . 8 1 Jl トン 六 饉 ■J 1. 5 ti2 トン

富 題も和

犬竹 筒

「 品 ン
御 町 8 3 8 トン

3 0 -1 トン 受 戒町 3 1 4 トン

納 金仏の棚　　　　　 2 4 .6 5 5 トン

( 広薗鳥人l伽 べ )

この脚 をもとは鯛 上にシールモ払って.とのもい奮できかんなのかせ■ペ上

知づ島を書こうぐ

・広島わんのちかくの市町村でたくさんカキ

がとられている。

・同じ島にいくつも町があって,島の色々な

場所でカキをとっている。

・広島県内ではとくに広島市が多い。

・海ぞいでもカキがとれない所がある。

・ぼくの資料と比べると生産量がへっている。

・四国に近づくほどカキは少なくなる。

Jtく之It　-t I

" 叫 本　 に か紬 朋 の1覗 行の ?

… ・趣 の 生産 臣 を魂 ヾち.

t. ` 照 瑚 1小3生産 蔓の秦 凧 ・づ・

⑬旨

t

モ磨 肺 ・小 、▼海 、し‥'い2 品 心

ウ　カキを売っている所を電話帳(タウン/ヾ-ジ)で課題別に調べる。

・広島市には店の数はだいたい60けんとあっとうてきに多い。

・広島市でも安芸区が一番多く,ふなこしというところがとくに多い。

・安芸区はふなこし,南区はには,西区は草津と場所がきまっている。

・廿日市市はじごぜん(地名)ばかりだ。

・カキの店は海や川の近くが多い。

工　カキの売っている所がだした広告で課題別に調べる。

・カキのこうこくに広島名産と書いていることが多い。

・全国地方送りますと書いてあるからカキは広島の名産じゃないのか。

・生かきが多いから,広島市で一番多くカキがとれると思う。

・こうこくのじゅうしょと電話ばんごうをみると広島市が多い。

・生がきとからつきかきの2しゅるいがある。

・飛行機マークがあるので,カキはひこうきで各地におくられる。

・48年もやっているから,けっこう前からやっている。
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(9　調べたことの発表

課題別グループごとに追究した結果を自分たちで板書し,発表しあう。発

表時間の短縮を図るために板書内容を後日ワープロ化して配布した。

⑥　ふりかえり

・友達と色々な意見を出し合ったおかげでいろいろなこともわかったし,わ

たしもたくさん手があげられた。

・調べ方が違うといろいろなことがいっぺんでわかるのでとてもよかった。

・カキのふくろをもってくる人など身近な資料を使っていたのでよかった。

・電話帳や地図帳でもしらべられるのにきづいたのはすごい。

・みんなもふしぎに思ったことを解決しようと調べることに夢中になってが

んばっていたのですごかったです。

・話し合ったことを黒板に書いたりして楽しく学習できてよかったです。

⑦　次の学習問題の追究(家庭での調べ学習「はてな調べ」の結果)
「lま て t r ? 」　 さ カイし

5 烏 丸18 . 果 )　　　　　　　　　　　　 翻 (　　　　　　 )

O IIたしのはてな† くわや9　どうしてかな? ) .

ほ '憎 、T Il か ち tよ し れど いの は 瑞 J f 山 廿 て・1ゾ カ仰 II薛

rl く　 んL 九 島血は ′・・L L 2 7 い一上目

力bたしの干畿(たぶん0 0 だからだと思うよ. )

・'年 に t 為　 ◆1 青い かヾr・・r e　 日産　 す

. ド　ア

0 1■一t暑朴T
0 どこ唖 , て. だれと掃けばいいかな.　　 景 } . ユノバ l ボ t l .. の⊥

●どんなしり1 う (パンフレらト) がい暮か心. 上ムエー　か■鼻 ′亀はわ・1 1 だブ

●どうナh lr　わかり◆すく支とめられ与かな∴ ′亡α lニ11 日r ・ヽIに - イth .. )

くスケナナしてみる. 奪文書とも.■菌にナも. グラフや■に1 5 . 〉

0 斡ぺたしと(′くつの事に●とめてい いヽ▲.)
1 椚 ビ努 い ろ乙ち　 か隼 や .仁かまを 観 て !、互 .

・ぢ t S 石 甘 ヰ イ山 台 て・・lま・か き か ・サ あ が か ら 彿
斤・̀と

β ・う

久.帥 0 年 鈍 か 弓 .か き のぶ うl 品 川 、" お = 耳 ,

われ .乙 い ろ

紙 鮎 恕 捨 一㍍ 霊 昔 霊 、で は

d 玩 由 h= ド且 が わたが 継 の印 " ・P .々 軸 1 上が、た

貨 鮫 百 石iきか ね 示 これ ろ

i l 年 か " き た 写 l 訂 , た りわ、王 の た ゎ が ふ、

互 い 1 い る ここが 、p月 皇I lこな㍉乙 い ろ

)わたし秒●え ( こん〝ことが■▲■上. ) や廿が(こんなことがA L 〝に思えて●たよ.)

月 lh 台 11 0 ・1日が t納車 .l い .■ 沖　 、 た血 7・・■
' n ハ、q ごt ・か' ト. L t た公く1 ヽIl くら■　乙・tL 史上且つ′1 1ご̀

′〉
1 ′

ス旺げげ漁.Jぺ帆が′水の計かけ11、、かさのえごかスく

さしあうこ

しせこいこかさのたわがりl.う.

綿の淳やノ申融浅痢力、動、カニゝ
射末恒ノト豆島にか∵3れ1日三の7・＼つJJ、な

のかHも・島か・守_1てくれて　のtul、がさいカ
んしんLl、JつL▲

二二二　」
0わたしの■11こ人心こと▲l甘1●▲.)や■鎖(こ▲むことがムL■tt▲て●た▲.1

上のが1A上し⊥

(6)追体験的な活動の場の設定

教室に青いフライシートを敷き詰めて海のようにしたり,竹で筏を組んだ

り,ワゴンをカキ棚にしたり,タグロープで波を作ったりすることで,カキ

養殖場のような雰囲気を出した。そして,カキ養殖業者の仕事内容を真似て,

筏につるしておいた実物の採措連をカキ棚に移動したり,移動場所を地図上

で確認したりする場や,採描連のカキを垂下連に通し替える作業の場を設定
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

3　仮説を検証するための視点と児童の感想

(1)検証の視点(1、間の営みに迫る教材開発の有効性)

身近なカキ養殖業者の営みについて教材 を開発 したことは, 児童が自分 と

のかかわ りとしてカキ養殖 をみつめた り, 人間の生 きざまに触れた りする

うえで有効であったか。

◇　カキなんかどんなところでできてもいい。わたしにはかんけいないこと

だと思っていました。けれど,カキをようしょくする人は,食べてもらう

人に新せんで,おいしくて元気なカキを食べてもらうために,すいか連を

作ったり,遠くにあるカキだなにうつしかえたりするから,たいへんだな

あということがわかりしまた。カキをみるたびにおじさんたちのことがう

かんできます。

◇　わたしはさいしょカキがきらいでした。1度一口食べたことがありまし

た。その時は「カキっておいしくないな。にがいな。」と思いました。で

も,カキのべんきょうをすればするほど,ふしぎと食べてみようかなとい

う勇気がでてきました。

◇　わたしの住んでいる広島の人がカキをたくさん育てているのでこれから

は味わって食べようと恩いました。

◇　カキって人がつくらないと思っていたけれど,本当は長い年月をかけて

育てられて,スーパーとかにおくられてくるからたいへんだと思いました。

◇　しょうらいカキをとるりょうしみたいな仕事をしてみたいです。

(2)検証の視点(見通しのもてる調べ問題作りの有効性)

解決への見通 しのもてる調べ問題作 りの場を設定することは, 児童が自分

とのかかわ りとして主体的に社会に働 きかけるうえで効果的であったか。

◇どこにいって,だれに,何をきいて,どんな資料やパンフレットがいるの

かがわかってきた。

◇わたしはカキうち場のおばさんに話を聞くだけではものたりないので,図

書館に行っていろいろな本で調べたりしました。はじめに南区文化センタ

ーに行って.,その次には,市立図書館に行きました。調べていくたんびに
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なぜか,たくさんの本が見つかり,いろいろなことがわかりました。

◇お父さんといっしょにきょうど資料館に行って,ビデオをみたり,資料を

みたりしてカキについてよくわかりました。

◇これからは,何げなく食べている物を,少しでもふしぎに思ったら,調べ

てみたいと思いました。

(3)検証の視点(人間の営みに迫る追体験的な活動の有効性)

実物のカキを提示したり, カキの養殖作業を追体験する場を設定したこと
は, 自分なりの気づきや感じ取りを豊かにする上で有効であったか。

◇　はじめカキのにおいは,くさくていやだなあと感じたけど,やっている

うちに(通し替え作業をしているうちに)カキ屋さんになった気分になった。

◇　作業を4人でやっても大変だったから,一人でやったら時間がかかって

手がだるくなるだろう。たくさんの連をつくるのは大変だろうなあ。

◇　すいか連を作りました。ホタテ貝の間にぼうを入れていたら,フジツボ

がありました。小さいのと中くらいなのがありました。ホタテ貝をワイヤ

ーにつるし終わったら,カキの赤ちゃんを見つけました。表とうらのへり

に,ぼちょんと黒色と茶色ととうめいのくらげみたいについていました。

こんなものがカキになるとは思えませんでした。

4　考察と課題

子どもたちは,自分なりの思いやイメージを核にすえて,共通の学習問題を

作り,身近な資料を使って解決できそうな調べ問題を作って課題別に追究した。

また,養殖業者の作業課程を具体的に調べたり,作業の一部を追体験したりし

た。子どもたちはカキを単なる物として見るのではなく,カキにかかわる様々

な人の願いや動きを感じ取り,自分の生活との結び付きに気づくことができ

た。

しかし,友達の追究過程から情報を得るに留まり,受け身的に追究する子ど

もがいることも見過ごすことはできない。共通の学習問題そのももの質の問題

なのか,調べ問題を設定することは発達段階から考えて難しいのか,追究する

楽しさを実感できる場が少なかったのか,など様々な要因が考えられる。

教師が意図した教材が,その子にとって生きる力となる財産としての学習

材に転換できるように支援のありかたを見つめ直していきたい。

(松田　芳明)
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